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第１章 「伊丹市下水道事業経営戦略」の策定にあたって 

１．策定の趣旨 

下水道は、人々の生活や社会経済活動を支える基本的な社会基盤の一つであり、社会的

ニーズの変化に応じて機能の拡充を図りながら、公衆衛生の向上、生活環境の改善、公共

用水域の水質保全、浸水の防除等に貢献してきました。 

本市の下水道事業については汚水、雨水事業ともに昭和 40 年代より事業を開始し、汚水

事業では、概ね既成しており、雨水事業においても管渠やポンプ場、貯留施設整備など、

着実な進捗をみています。そうした中、下水道施設の老朽化、地球温暖化に起因するとい

われる局地的集中豪雨等による浸水被害が頻発する状況にあります。 

 このような状況に対応し、下水道施設の計画的な更新を進め、施設や管渠の健全性を維

持し、浸水被害の防除を促進するためには中長期的な視点から、組織や事務事業の効率化、

施設管理の見直しなど経営基盤強化のための取り組みを一層推進するとともに、投資額の

合理化に取り組む必要があります。 

そのため、伊丹市下水道事業においては、伊丹市下水道ビジョンに掲げる基本理念であ

る「快適な暮らしと循環型社会に貢献する 伊丹の下水道」の実現に向け、中長期的な経

営の基本計画である「伊丹市下水道事業経営戦略」を策定するものです。 
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２．「経営戦略」の位置づけ・計画期間 

２．１ 位置づけ 

この経営戦略は、伊丹市内外の下水道を取り巻く環境の大きな変化に対応するため、今

後の取り組みや目指すべき方向性を定めた「伊丹市下水道ビジョン」を踏まえつつ、中長

期的な視点に立った投資・財政計画に基づく戦略的な経営を推進するとともに、「伊丹市総

合計画（第５次）」及び「伊丹市公共下水道事業計画」が掲げる本市の将来像を実現するた

め、下水道事業として重点的に取り組むべき中期的な計画を定めるものです。 

「伊丹市公共下水道

事業計画」

新下水道ビジョン

（国土交通省）
『循環のみち下水道』の持続」と

「『循環のみち下水道』の進化

伊丹市総合計画

「伊丹市下水道ビジョン」
『循環型社会の構築に貢献』 『強靭な社会の構築に貢献』

『新たな価値の創造に貢献』 『国際社会に貢献』

平成２３年度変更

計画期間：昭和４０年度～平成３７年度

平成２６年７月策定

基本理念：循環のみちの実現

（地域の持続的な発展を支える21 世紀型下水道）

下水道ビジョン2100

（国土交通省）
下水道から「循環のみち」

への100 年の計

平成１７年９月策定

基本理念：『持続的発展が可能な社会の構築に貢献

（循環型社会の構築に貢献）』

『強靭な社会の構築に貢献』

『新たな価値の創造に貢献』

『国際社会に貢献』

平成１２年から平成２２年 第４次総合計画

平成２３年から平成３２年 第５次総合計画

平成２８年３月策定

計画期間：平成２８～３７年度

「伊丹市下水道事業経営戦略」

計画期間：平成２８～３７年度

 

 

２．２ 計画期間 

 

 平成 28 年度から平成 37 年度の 10 年間とします。 
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第２章 現状と課題 

１．下水道事業の役割 

下水道は、市民の環境衛生の向上や都市の健全な発達に寄与し、あわせて公共用水域の

水質の保全に資するために欠かすことが出来ない公共性、公益性の高い重要な都市基盤施

設です。 

下水道の主な役割としては、汚水の排除、雨水の排除、公共用水域の水質の保全という

大きな３つの役割があります。 

（1）汚水の排除（生活環境の改善） 

①生活あるいは生産活動に伴って生ずる汚水を速やかに排除し、悪臭や、害虫の発生防

止、及び感染症の発生を予防する。 

②便所の水洗化を通じて衛生的で快適な生活環境を確保する。 

（2）雨水の排除（浸水の防除） 

降った雨水を、下水道管渠（雨水管）を通じて河川等に速やかに排除したり、貯留・

浸透したりすることにより、浸水の防除を行います。 

特に近年は、都市化の進展、多発する局地的大雨により、従来よりも雨水の流出が増

え、下水道管渠（雨水管）の整備が不可欠となっています。 

（3）公共用水域の水質の保全 

生活排水や工場排水を中心とする汚水を下水道管渠で処理場に集め、適切に処理する

ことにより、河川などの公共用水域の水質汚濁を防止し、豊かな自然環境を保全します。 

 

２．下水道事業の現状 

２．1 汚水事業 

本市の汚水事業は、流域関連公共下水道をとっており原田処理区と武庫川下流処理区の 2

処理区があります。市の東部を猪名川流域下水道原田処理場、西部を武庫川下流流域下水

道武庫川下流浄化センターで処理しています。平成27 年度末現在、計画区域面積2,082ha、

1日最大汚水量を 116,379m3/日の計画としています。水洗化率（下水道へ接続している

割合）は、平成 27 年度末で 99.6％に達しています。 

●伊丹市の下水道事業計画 

原田 武庫川下流 合計 原田 武庫川下流 合計

H37 H37 H30 H30

分流式
分流式

一部合流式
分流式

分流式

一部合流式

汚水 1,296.76 785.00 2,081.76 1,296.76 785.00 2,081.76

雨水 1,357.65 531.32 1,888.97 1,357.65 531.82 1,889.47

115,100 81,200 196,300 109,500 79,900 189,400

日平均 71,136 36,076 107,212 64,568 32,605 97,173

日最大 83,413 44,737 128,150 75,518 40,861 116,379

時間最大 132,452 65,223 197,675 120,377 58,605 178,982

全体計画 事業計画

処理区名

項目

3.計画区域（ha）

5.計画汚水量（㎥/日）

1.計画目標年次

2.排除方式

4.計画区域内人口
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２．２ 雨水事業 

雨水事業は、計画区域面積 1,889haを 29排水区に分割し、昆陽川、天神川、駄六川、

藻川、猪名川、天王寺川等に放流しています。雨水施設は、時間降雨強度 46.8mm（年確

率 1/6）に対応できる規模で整備を行っており、計画延長 181,200ｍに対し平成 27 年

度末にて 145,407ｍが整備済であり整備率は 80.2％となっています。また、浸水対策と

して雨水を河川へ強制排出する雨水ポンプ場は全 6 箇所整備を行っており、降雨時に雨水

を一時的に貯留する雨水貯留施設はポンプ場内滞水池を合わせて全 4 箇所で供用していま

す。 

 

３．水洗化人口・汚水量（有収水量）の推移と見通し 

  本市の水洗化人口は、近年微増傾向で推移しています。 

 今後は、少子高齢化等の影響により平成 27 年度の約 197,000 人をピークとして緩や

かに減少するものと見込み、平成 37 年度には約 194,000 人と予想しています。 

 汚水量については、水道の給水量と密接な関係があり、近年の一般家庭における節水機

器の普及や業務営業用、工場用等大口使用者における節水の取り組みなどが影響し、全体

的に減少傾向となっています。現在の水使用形態は今後も続くと予測され、水洗化人口の

減少に伴って汚水量も緩やかに減少すると予測しています。 

 

 

●水洗化（処理区域内）人口・汚水量（有収水量）の推移と見通し

 

 

 

 

 

実績 見通し 
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４．管渠や雨水施設の状況 

４．１ 汚水管渠 

平成 27 年度末現在、汚水に関係する管渠（合流式及び分流式汚水管）は約 476km に

達しています。昭和 43 年度から 51 年度にかけて第 1 の建設ピークがあり、昭和 58 年

度から平成 5年度に第 2 の建設ピークがあるのが特徴です。（※表 4-1a 参照）このうち、

布設後 30 年以上経過している管渠延長が約 262kmで約55％を占めています。また、管

種別ではヒューム管が約52％を占め、布設後 30 年以上経過している管渠延長が約 90％

にも達しており、今後、多くのヒューム管を更新していく必要があります。 

そのため、老朽化対策として平成 22 年度策定の第一次長寿命化計画（平成 24 年度～平

成 28 年度）に基づき、汚水管渠で年間概ね 2km の改築･更新計画により実施しています

が、現在のペースで改築・更新を行った場合についてマルコフ推移確率モデル（※「表 4-1b」

参照）による劣化予測を行うと、「緊急度Ⅰ」（※表 4-1c）は年々減少していきますが、「緊

急度Ⅱ」は微増傾向する結果となりました。今後においても、経営状況を踏まえた有利な

財源を活用し、計画的な改築・更新に取り組む必要があります。 

 

４．2 雨水管渠 

雨水管渠（水路）についても昭和 40 年以前に作られた古い水路があり、老朽化の進行が

想定されます。今後については、ストックマネジメント計画を策定し、計画的に改築を実

施していく必要があります。改築にあたりましては更新サイクルを勘案し、事業規模を見

定め、都市機能の確保、管渠破損等による道路陥没事故などを未然に防ぐべく計画的に実

施していく必要があります。 

加えて、都市化の進展に伴う雨水流出量の増大と近年多発する集中豪雨による都市型浸

水被害の増大が、全国的な課題となっており、本市においても計画降雨を大きく超える局

地的集中豪雨や大型台風の襲来により、地形的に低い土地などで浸水被害が散見される状

況となっています。そうした中、平成 26年度に実施した浸水シミュレーションを活用した

浸水対策事業を計画的かつ効率的に実施していく必要があります。 
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●管渠布設の推移（用途別）※表 4-1a 

0

100000

200000

300000

400000

500000

600000

0

10000

20000

30000

40000

S40 S44 S48 S52 S56 S60 H元 H5 H9 H13 H17 H21 H25

累計延長累計延長累計延長累計延長(m)単年度延長単年度延長単年度延長単年度延長(m) 雨水 汚水 合流 累計

 

 ※）上記以外に都市下水路事業として整備された水路が 106km あります。 

 

●汚水管渠劣化予測（現在の改築･更新事業量：2.0km/年）※表 4-1b 

0

50

100

150

200

250

300

H27 H32 H37 H42 H47 H52 H57 H62 H67 H72

延
長

（
k
m
）

緊急度Ⅰ 緊急度Ⅱ 緊急度Ⅲ 緊急度Ⅳ

 

※マルコフ推移確率モデル 

 「次に起こる事象の確率が、現在の状態に至るまでの経過と関係なく、現在の状態によってのみ決定さ

れる」という「マルコフ過程」を前提とした確率モデル 

 

●緊急度Ⅰ～Ⅳの定義 ※表 4-1c 

緊急度 説　明

Ⅳ 健全な管渠

Ⅲ 簡易な対応により必要な措置を5年以上に延長できる管渠

Ⅱ 簡易な対応により必要な措置を5年未満まで延長できる管渠

Ⅰ 速やかな措置が必要な管渠  

※）「ストックマネジメント手法を踏まえた下水道長寿命化計画策定に関する手引き：国土交通省下水道部」より 

増 加 

第 2 ピーク 

第 1 ピーク 
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4．3 雨水施設 

供用している 6箇所の雨水ポンプ場の中で、鶴田雨水ポンプ場は、最も古く、供用開始

から 33 年が経過しています。本施設は、これまでも定期的な日常点検や修繕を実施してき

ましたが、各設備について標準的な耐用年数（約 20 年）を大幅に超過し、一部の設備につ

いて経年的な劣化が認められたため、平成 25年度に長寿命化計画を策定しました。また、

本施設で耐震診断を実施した結果、耐震補強が必要であることが判明したため、平成 28 年

度以降 3ヵ年にかけて老朽化対策と耐震化を同時に図ることとしています。 

また、供用開始が平成 16年度以降の北河原雨水ポンプ場、三平雨水ポンプ場、渕雨水ポ

ンプ場は、当面老朽化の心配はありませんが、供用開始から 20 年を経過しようとしている

西野雨水ポンプ場、中野東雨水ポンプ場については、老朽化対策が必要になります。 

 

●雨水ポンプ場 

雨水ポンプ場 排水能力 供用開始 経過年数

西野 5.57㎥/ｓ 平成  8年3月 20年

中野東 2.80㎥/ｓ 平成  8年3月 20年

北河原 2.76㎥/ｓ 平成20年7月  7年

三平 5.89㎥/ｓ 平成17年3月 11年

渕 3.12㎥/ｓ 平成18年9月  9年

鶴田 5.30㎥/ｓ 昭和58年3月 33年  

※経過年数は平成 27 年度末時点 

 

●金岡雨水貯留管 

金岡雨水幹線（排水面積 470ha）からの越水を防ぐために県道山本伊丹線（五号橋線）

の地下 10mに建設した施設です。大雨時に金岡雨水幹線の水位が上がると取水口から金岡

雨水貯留管に導水され、一時的に雨水を貯めます。降雨が止み、放流先河川の水位が低下

してから徐々に貯めた雨水を放流河川にポンプで排出します。 

上下水道局庁舎の 1階に設置されている遠方監視装置により、一括してゲートの開閉状

況や貯留管の滞水状況を監視しています。 

 

貯留量 供用開始 経過年数

40,000㎥

（内径7,000mm×延長1,150m）
平成13年3月 15年

 

  ●瑞ヶ丘雨水調整池 

瑞ヶ丘雨水調整池（集水区域 27.8ha）は貯留量 2,500m3 の規模があり、瑞ヶ丘野球

場の地下に建設した施設です。 

 

貯留量 供用開始 経過年数

2,500㎥

（縦55mm×横12m×高さ3.5m）
平成17年3月 11年
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５．財政状況 

５．１ 経営状況（汚水）  

本市下水道事業は、平成 21 年度に地方公営企業法の一部適用を行いました。法適用後か

らの過去７年間における収益的収支（汚水）の推移をみると、平成 21、22 年度は支出が

収入を上回っていましたが、経営改善に向けた取り組みを実施するとともに平成 23 年度

（平成 23 年 11月から適用）に平均 17.93％の下水道使用料改定を行ったことなどによ

り、平成 23 年度以降は収入が支出を上回り、平成 24 年度以降は年間３億 5千万円程度

の純利益を確保しています。また、上下水道事業の組織統合に伴い、平成 26年度から地方

公営企業法を全部適用し、上下水道事業一体となった効率的な事業運営に努めていますが、

地方公営企業会計制度の見直しにより、新たに長期前受金戻入およびそれに見合う減価償

却費などを計上することとなったことにより、収入・支出ともに増加しています。 

 次に、収益的支出の費用内訳（汚水）の推移をみると、汚水管渠の更生工事の実施に伴

い取得した資産の減価償却費が年々増加していることや流域維持管理負担金が増加傾向で

ある一方、平成 22 年～24 年にかけて国の「公的資金補償金免除繰上償還」制度を活用し、

高金利（5%以上）の企業債を低金利の企業債へ借換を行ったことで、支払利息が減少傾向

にあります。 

●収益的収支（汚水）及び当年度純損益の推移         （消費税及び地方消費税抜） 

 

●下水道使用料の推移 

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

下水道使用料

（千円）
2,245,645 2,224,222 2,271,753 2,575,741 2,537,079 2,503,639 2,466,265

 

●収益的支出の費用内訳（汚水）の推移            （消費税及び地方消費税抜） 
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５．２ 企業債発行額と残高の状況 

これまで下水道施設の建設改良費については、多額の企業債を発行し実施してきたこと

から、平成 27 年度末時点で約 362億円の企業債残高（うち汚水 182億円）があります。

毎年度減少傾向（平成 21 年度比 約 113億円減（約 23.8％減））にはあるものの年間約

37億円（うち汚水 17億円）の企業債を償還しており、留保資金である減価償却費を上回

る状況が続いているため、その超過分については、資本費平準化債を発行しています。 

今後においても、この資本費平準化債を活用しながら資金不足が生じないよう計画的に

企業債を償還し、企業債残高を減少させていく必要があります 

 

●企業債発行額の推移 

 

※上記発行額には、借換額を除く。 

 

●企業債残高の推移 

 

 

 

 

 

H21 比 

約 113 億円減 

（約 23.8％減） 約 475 億円約 475 億円約 475 億円約 475 億円    

約 362 億円約 362 億円約 362 億円約 362 億円    
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５．３ 一般会計繰入金（汚水）の状況 

 地方公営企業は独立採算制を経営の基本原則としつつ、経費のうちその性質上企業経営

に伴う収入をもって充てることが適当でないものなどについて、法令等に基づき一般会計

等が負担又は補助をし、あるいは出資をすることとされています。 

この経費負担区分については、毎年度通知される「地方公営企業繰出金について」（総務

副大臣通知）に示されており、原則、この内容を基準にして繰入を行っています。 

 そのうち、一般会計繰入金（汚水）の内訳をみると、平成 23 年度に、建設改良費への財

源を目的とする出資金（3億円）及び下水道使用料の改定率を抑制するための補助金（2億

円）を受け入れたことにより大幅な増加となりましたが、平成 24 年度以降は減少していま

す。 

 

●一般会計繰入金（汚水）の推移 

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

繰入額

（千円）
196,376 180,254 660,999 138,647 164,584 164,791 177,982

 

 

５．4 国庫補助金の受入状況  

従来より、本市においても国の補助金を受けて下水道の建設を行ってきましたが、近年

においては、下水道の建設から改築（老朽化対策）に整備内容が変化しつつあるため、国

庫補助金の受入額が一時減少していました。しかし、国の経済対策による補助金を活用し

たことなどから、平成 24 年度以降、増加傾向に転じています。 

 

●国庫補助金の受入額推移 

 

 

 

 

 



11 

 

５．５ 自己資金（補てん財源残高）の状況  

 平成 21 年度の地方公営企業法の一部適用後に、２億２千万円の累積欠損金を計上し、資

金不足の状態にあったため、同年度に 3億 1千万円及び平成 22 年度に 3億 3千万円一般

会計から借入を行うことで、資本不足を解消する状況でした。平成 23 年度に下水道使用料

の改定を実施したこと、一般会計から 3 億円の出資金及び下水道使用料の改定率を抑制す

るための補助金 2 億円を受け入れたことにより自己資金の額が増加し、平成 27 年度末時

点で約 4億円の自己資金を有しています。        

一方で、過年度に発行した企業債の償還金が減価償却費を上回っている状態が続いてお

り、資本費平準化債を発行している状況が継続しています。 

 

●自己資金（補てん財源残高）の推移 

 

※自己資金は、資本的支出の不足額に対する補てん財源として使用可能な額としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

料金改定 

出資金 

補助金受入による増 
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６ 経営指標分析 

 経営や施設等の状況を表す経営指標を用いて、経年比較や類似事業体との比較などを行

い、経営状況を分析しました。なお、分析に使用する経営指標については、平成 27 年 7

月 30日の総務省事務連絡で示された「経営比較分析表」に用いる 11 の指標を採用しまし

た。 

●経営指標分析（H26年度） 

類似 望ましい

事業体平均 方向

① 経常収支比率（経常損益） % 108.43 104.63 ↑↑↑↑

② 累積欠損金比率　（累積欠損） % 0.00 0.10 ↓↓↓↓

③ 流動比率（支払能力） % 20.83 72.66 ↑↑↑↑

④ 企業債残高対事業規模比率（債務残高） % 719.25 607.52 ↓↓↓↓

⑤ 経費回収率（料金水準の適切性） % 117.50 96.91 ↑↑↑↑

⑥ 汚水処理原価（費用の効率性） 円/m
3 86.82 120.50 ↓↓↓↓

⑦ 施設利用率（施設の効率性）　※流域関連公共下水道のため対象外 %  - 284.43 ↑↑↑↑

⑧ 水洗化率（使用料対象の捕捉） % 99.62 96.69 ↑↑↑↑

⑨ 有形固定資産減価償却率（施設全体の減価償却の状況） % 16.76 25.54 ↓↓↓↓

⑩ 管渠老朽化率（管渠の経年化の状況） % 0.00 1.39 ↓↓↓↓

⑪ 管渠改善率（管渠の更新投資・老朽化対策の実施状況） % 0.50 0.10 ↑↑↑↑

老

朽

化

の

状

況

経営指標 単位 伊丹市

経

営

の

健

全

性

経

営

の

効

率

性

 

※指標の「↑↑↑↑」は数値が高い方が良い、「↓↓↓↓」は低い方が良い。 
※類似事業体平均は、総務省による分類（処理区域内人口区分 10万人以上、処理区域内人
口密度区分 75人/ha以上 100 人/ha未満） 
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６．1 経営の健全性 

 ５の財政状況でも述べたとおり、平成 21 年度に地方公営企業法の一部適用を実施し、資

産・負債・資本を整理したうえ、適正な料金原価を算定し、平成 23 年度に使用料改定を実

施した結果、①経常収支比率が好転し、平成 23 年度以降 100%を超え、類似事業体平均

値を上回っています。また平成 24 年度に②累積欠損金を解消するなど、経営の健全度は高

まりつつあります。 

 一方で、これまで下水道施設の建設改良事業費の実施については、多額の企業債を発行

してきたことから、短期的な債務に対する支払能力を表す③流動比率や料金収入に対する

支払能力を表す④企業債残高対事業規模比率が類似事業体平均値と比べ下回っています。

経営改善による健全経営を維持し、自己財源の確保による企業債の発行抑制を行っていく

必要がありますが、現時点で企業債の発行を抑制するだけの資金がありませんので、資本

費平準化債を活用し、資金不足が生じないよう計画的な管理のうえ、企業債残高を減少さ

せていく必要があります。 
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伊丹市    類似事業体平均 

※③流動比率において、平成 26 年度の比率が大幅に悪化していますが、これは地方公営企業会計制度の

見直しにより算定方法が変更されたものによるものです。（借入資本金等（企業債等）のうち一年以内に返

済するものを流動負債として計上することとなった。） 
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６．２ 経営の効率性 

平成 23 年度に下水道使用料改定を実施した結果、⑤経費回収率が好転し、類似事業体平

均値を上回る指標を維持しています。 

 また、⑥汚水処理原価も類似事業体平均値より非常に安価であり、⑧水洗化率も 100%

に近いことから、経営の効率化は十分に図られています。 
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６．３ 老朽化の状況 

 類似事業体平均値と比べ、⑨有形固定資産減価償却率及び⑩管路老朽化率が低いですが、

将来の大量更新を見据え、第一次長寿命化計画（H24～H28）に基づく汚水管渠更生工事

を国庫補助金を活用し、積極的に実施するなど計画的な改築に努めているため、管渠改善

率は上昇傾向にあります。 

一方で、本市の下水道事業は、昭和 40 年代から施設の整備を開始したため、今後、これ

ら高度成長期に整備した施設の老朽化が進むことから、経営の効率化による財源確保によ

り、計画的に施設の更新・改良を進めていく必要があります。 
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第３章 経営戦略の基本理念と方向性 

 

１．基本理念 

少子高齢化の進行、節水機器の普及、経済成長の鈍化など社会構造の変化により下水道

使用料収入の減少傾向が続く中、昭和40年代より整備した施設・設備の老朽化が急速に進

むことから、老朽化対策事業への多額の改築更新費用が必要となります。また、近年多発

している局地的集中豪雨や大型台風の襲来による浸水被害に対応するため、浸水対策事業

への投資が見込まれるなど、今後の下水道事業を取り巻く経営環境は大変厳しくなること

が予想されます。 

こうした状況を踏まえ、市民生活を支えるライフラインである下水道を維持し、将来世

代に確実に引き継いでいくため、「伊丹市下水道ビジョン」に掲げる「快適な暮らしと循環

型社会に貢献する 伊丹の下水道」を基本理念に、持続可能な下水道事業の実現に向けた

中長期的な経営の基本計画として策定します。 

 

２．方向性 

平成26年8月29日付総務省通知の「公営企業の経営に当たっての留意事項について」に

基づき、「投資試算」と「財政試算」を構成要素とし、投資以外の経費も含めた上で、収

入と支出が均衡するよう調整した財政計画（収支計画）を策定するとともに、効率化や経

営健全化の取り組みについても必要な検討を行い、上記計画に反映させたものが経営戦略

となります。 

 

経営基盤強化と財政マネジメントの向上経営基盤強化と財政マネジメントの向上経営基盤強化と財政マネジメントの向上経営基盤強化と財政マネジメントの向上
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に関する事項に関する事項に関する事項に関する事項

広域化･民間の資金･ノウハウ広域化･民間の資金･ノウハウ広域化･民間の資金･ノウハウ広域化･民間の資金･ノウハウ

活用等に関する事項活用等に関する事項活用等に関する事項活用等に関する事項

その他のその他のその他のその他の

経営基盤強化の取組経営基盤強化の取組経営基盤強化の取組経営基盤強化の取組

資金不足比率資金不足比率資金不足比率資金不足比率

資金管理・調達等資金管理・調達等資金管理・調達等資金管理・調達等

その他重点事項その他重点事項その他重点事項その他重点事項

（防災対策･危機管理等）（防災対策･危機管理等）（防災対策･危機管理等）（防災対策･危機管理等）

経営戦略［イメージ］経営戦略［イメージ］経営戦略［イメージ］経営戦略［イメージ］

投資試算 財源試算投資試算 財源試算投資試算 財源試算投資試算 財源試算

［投資以外の経費］［投資以外の経費］［投資以外の経費］［投資以外の経費］

均衡均衡均衡均衡

経営の効率化・健全化の取組方針経営の効率化・健全化の取組方針経営の効率化・健全化の取組方針経営の効率化・健全化の取組方針

反映反映反映反映
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第４章 経営の効率化・健全化への取り組み 

 

１．職員の人材育成・定員管理の適正化 

 下水道事業を取り巻く環境が大きく変化している中、市民の生活や経済活動を支えてき

た下水道サービスを継続していくためには、技術基盤を確保するとともに、技術力の向上

を図ることが重要であると考えます。そのため職員の配置・確保に関しては、市長部局と

の人事交流により人材を確保し適正配置に努めてきました。しかし団塊世代の職員の大量

退職以降、多くのベテラン職員が退職し、再任用職員として再配置してきましたが、技術

の継承という観点からは厳しい状況でした。そこで伊丹市上下水道局では、次代の人材を

育成するため局独自の職員採用を実施しました。その結果、経験年数 5 年未満の職員数が

増大し経験不足は否めませんが、今後も局内外での各種研修への積極的参加や資格取得の

支援等により、技術基盤の確保及び技術力の向上に努めます。 

 また、内部研修にあたっては、OJTでの指導だけでなく、各種業務マニュアルの整備も

進めています。今後は、研修会を通してその内容の周知を図るとともに、改善点などを検

証し、より使いやすい内容へと見直しを図っていきます。 

 一方、組織体制については、平成 26年度の上下水道事業の組織統合以降、効率的な業務

の遂行に向け、組織の再編を行うなど、組織体制や事務分掌の見直しを実施してきました。

今後の厳しい経営環境を見据え、引き続き定員管理の適正化を図りながら、事業環境の変

化に適応できる効率性の高い組織体制の構築に努めていきます。 

 

＜主な取り組み＞ 

前期

（H28～H32）

後期

（H33～H37）

○市長部局との人事交流や局独自採用の実施による人材の確保及び適正配置

○内部研修の充実

○外部研修への積極参加

○資格取得の推奨

○事業環境の変化に応じた効率的な組織体制の構築に向けた検討

○定員管理計画に基づく定員適正化の推進

○新定員管理計画の作成
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２．広域化の推進 

 本市の下水道事業は、猪名川流域下水道事業及び武庫川下流流域下水道事業として、す

でに広域化として他の事業体と共同で汚水処理を行っています。 

また、流域下水道事業の実施主体である兵庫県に対しては、維持管理経費の削減など、

更なる経営の効率化に向けた取り組みの実施について、要請を行っていきます。 

 

＜主な取り組み＞ 

前期

（H28～H32）

後期

（H33～H37）

○維持管理経費削減の要請

○経営の効率化の要請
 

 

 

３．民間の資金・ノウハウの活用 

民間企業等への委託については、これまで、下水道使用料の賦課・徴収業務、下水管渠

の清掃業務などについて、委託化を進め、業務の効率化を図ってきました。今後も引き続

き、その効果等を見極めながら委託業務の範囲拡大や現行委託業務の再検討を行っていき

ます。 

 また、新たな官民連携方式である、公共が施設を所有したうえで、民間事業者に対して

公共施設等運営権を設定し、民間事業者が料金収入等によって施設の運営等を行う方式で

あるコンセッション方式などについて、先進事例等の情報収集を図るとともに、その導入

の可能性や効果について、調査・研究を行っていきます。 

 

＜主な取り組み＞ 

前期

（H28～H32）

後期

（H33～H37）

○委託業務の拡大

○現行委託業務の再検討

○コンセッション方式等新たな官民連携方式の調査・研究
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4．経営基盤の強化 

 本市では、平成 26年度の上下水道事業の組織統合に伴い、更なる経営の健全化と市民サ

ービスの向上を目指し、健全経営の維持に向けた取り組みを「経営健全化項目」として取

りまとめ、上下水道工事の合併入札の実施、財務会計システムの統合、下水道使用料賦課

業務の委託拡大などの支出抑制に取り組んできました。 

 今後も健全経営の維持に向け「経営健全化項目」に計上した取り組みを計画的に実施し

ていくとともに新たな収入確保策や支出抑制策を検討し、実施していきます。さらに下水

道使用料等の債権に関する徴収体制を充実し、滞納整理業務を強化することで、徴収率向

上による財源確保を図っていきます。 

 

＜主な取り組み＞ 

前期

（H28～H32）

後期

（H33～H37）
○「経営健全化項目」の継続実施
　・水路清掃業務の委託化の検討、実施
　・上下水道管路システムの統合
○未収金対策の継続
　（電話催告、個別訪問、法的措置）
○資産の有効活用
　・用途廃止ポンプ場撤去事業の実施

○新たな収入確保策の検討、実施
○新たな支出抑制策の検討、実施
○未収金対策の継続（電話催告、個別訪
　問、法的措置）

 

 

5．資金管理・調達 

 企業債は、世代間負担の公平性を確保するために必要とされており、本市においても、

下水道施設の建設改良に係る財源については、国庫補助金充当分を除き、企業債を発行し

ています。この企業債については、下水道使用料を原資として償還するものであることか

ら、今後、人口減少による下水道使用料の減少が見込まれる中で、将来世代に過大な負担

とならないよう、企業債残高の抑制を図ることが重要となります。 

 今後においても、将来にわたる下水道サービスの持続的提供に向け、計画的に下水道施

設の老朽化・長寿命化・強靭化対策を講じていく必要がありますが、資本的収支における

資金の状況や毎年度の企業債償還額等を勘案した計画的な企業債の発行を行うことにより、

企業債残高の削減に努めていきます。 

 さらに、資金調達にあたっては、資本的収支の資金の状況を勘案しながら、借入期間、

据置期間、償還方法など、借入条件についての検討も行い、支払利息の軽減による将来世

代の負担の抑制に努めていきます。 

 

＜主な取り組み＞ 

前期

（H28～H32）

後期

（H33～H37）
○計画的な企業債の発行

○借入条件の検討
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6．危機管理体制の強化 

 これまでも「伊丹市地域防災計画」に基づく総合防災訓練など、災害時を想定した研修

や訓練を計画的に実施し、職員の意識や対応力の向上を図っているところですが、危機管

理体制の更なる強化を図るため、平成 28 年度に上下水道局内に危機管理対策会議を設置し、

新たに「伊丹市上下水道局危機管理計画」を策定する予定です。今後においては、同計画

に基づき、危機管理における関係事業体との広域連携や民間事業者との災害応援協定に関

する検討を行うとともに、既存の各種「危機管理マニュアル」の見直しや地震などの災害

を想定した訓練等を計画的に実施することで、危機管理能力を備えた職員の養成と危機管

理体制の強化に努めていきます。 

 

＜主な取り組み＞ 

前期

（H28～H32）

後期

（H33～H37）
○「伊丹市上下水道局危機管理計画」の策

　定

○下水道BCP（業務継続計画）の策定

○各種「危機管理マニュアル」の見直し

○民間事業者との災害応援協定締結の検討

○「伊丹市上下水道局危機管理計画」等に

　基づく研修・訓練の実施

○防災活動における市民との連携

○「伊丹市上下水道局危機管理計画」等に

　基づく研修・訓練の実施

○防災活動における市民との連携

 

 

7．不明水対策 

現在、不明水率は 25％前後と高い状況で推移していますが、流域下水道管理者と連携し、

市民の皆様の協力を得ながら、不明水の減少を図っていきます。 

具体的には、緊急度の高い地区から流量調査による現状把握と原因の究明および対応策

の検討を実施していきます。調査により管渠の破損や継手部分からの地下水侵入が判明し

た箇所は、管渠更生等の改築･更新で対応します。また、各家庭には誤接続解消のための宅

内配管改修助成制度の導入を検討します。 

このような施策と、既に策定されている猪名川流域下水道不明水対策実施計画に基づく

PDCAサイクルを実施し、不明水の減少を図りつつ、不明水対策の効果検証を行います。 

また、管渠更生事業を精力的に推進し、管渠更生の成果を踏まえて新たな手法等の検討

を行います。 

 

＜主な取り組み＞ 

前期

（H28～H32）

後期

（H33～H37）
○流量調査による現状把握と原因の究明

○管渠更生等の改築・更新

○誤接続解消の助成制度導入の検討

○猪名川流域下水道不明水対策実施計画に基づくPDCAサイクルの実施

○対策効果の検証  
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第５章 投資・財政計画（収支計画） 

 

１．投資試算 

本市下水道事業（汚水・合流含む）は、昭和 40 年より公共下水道事業に着手し、昭和

43 年から 51 年及び、昭和 58 年から平成 5年の建設ラッシュを経て、平成 27 年度末で

約 476km の管渠布設を行いました。また、水洗化率はほぼ 100％に達し、今後は昭和

43 年以降集中的に整備された管渠の老朽化及びそれに伴う更新需要の増大が懸念されて

います。 

一方、雨水事業では、整備率 80.2％が完了しておりますが、近年多発している集中豪雨

による浸水被害などが発生していることを踏まえ、従来とは違った浸水被害を軽減する新

たな対策を図っていく必要性が生じています。 

経営戦略の策定にあたっては、中長期的な視点に立ち、下水道施設のライフサイクル全

体にわたって効率的かつ効果的に下水道施設を管理運営することが不可欠であり、今後の

更新改良（老朽化対策）及び新設工事（浸水対策）にあたっては、投資の合理化を踏まえ

た投資試算を行っていくことが必要です。 

将来にわたって安定的に事業を継続していくために必要となる施設・設備に関する投資

の見通しを試算した計画については、下水道ビジョンに掲げる基本目標を踏まえ、管渠・

ポンプ施設の長寿命化及び浸水対策の 3 事業を重点施策として設定します。 

 

1．１管渠の長寿命化対策 

■汚水管渠 

施工後 30 年を超えている管渠が平成 27 年度末で約 262kmに上っており、特にヒュ

ーム管は現状で約 1 割が緊急度Ⅰ、3 割が緊急度Ⅱの状況です。未対策のままでは 50 年

後に約 8 割が緊急度Ⅰ･Ⅱとなり、道路陥没の危険性が増大します。 

このため、今後、汚水管渠の全路線で管口調査を実施して緊急度を再評価し、汚水管渠

長寿命化計画を見直すことにより、劣化予測精度の向上を図り、計画的かつ効率的に管渠

の改築･更新を推進します。 

現在は、管径 250mmを中心に年間概ね 2kmずつの改築･更新計画に基づき実施してい

ますが、「４．管渠や雨水施設の状況」で述べましたとおり、現在のペースで改築・更新を

行った場合についてマルコフ推移確率モデルによる劣化予測を行うと、速やかな措置が必

要な「緊急度Ⅰ」は年々減少していきますが、簡易な対応により必要な措置を 5 年未満ま

で延長できる管渠「緊急度Ⅱ」は微増傾向する結果となり、緊急度Ⅰ･Ⅱの管渠の延長を現

状維持するには年間約 2.5km程度、緊急度Ⅰ･Ⅱの管渠を減少させるには年間約 3.5km程

度の改築･更新事業量が必要となります。 

そこで今後は、緊急度Ⅰ･Ⅱの解消を図るため、緊急度が高い箇所を選定し、年間 2.5km

～3.5kmの管渠更生を実施していきます。 
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また、管渠調査により蓄積した管渠劣化状況の情報をもとに、ストックマネジメント計

画を策定します。 

 

① 管渠調査業務の実施 

前期

（H28～H32）

後期

（H33～H37）

調査延長
簡易調査　170km

詳細調査　  18km
詳細調査　  50km

事業費（千円） 96,000 100,000

 

※H29 より大口径（φ800～φ2,600mm）詳細調査も実施 

 

② ストックマネジメント計画の策定 

前期

（H28～H32）

後期

（H33～H37）

策定時期・内容

（計画期間）

H31・現長寿命化計画変更

（H33～H34）

H33・第2次計画

（H35～H39）

事業費（千円） 10,000 10,000

 

 

③ 管渠更生工事の実施 

前期

（H28～H32）

後期

（H33～H37）

整備延長 12.5km 17.5km

事業費（千円） 1,200,000 1,750,000
 

※H30 より大口径（φ800～φ2,600mm）の更生工事も実施 

 

［管渠改善率］ 

前期

（H28～H32）

後期

（H33～H37）

管渠改善率 年0.42% 年0.58%
 

※類似事業体の H26 末決算値 0.10% 

※管渠改善率＝（改善（更新・改良・維持）管渠延長／下水道布設延長）×100 

〔具体的な取り組み内容〕 

① 汚水管渠の全路線で管口調査を実施し緊急度を再評価 

② 汚水管渠長寿命化計画の見直し 

③ 計画に基づく管渠更生工事（年間 2.5km～3.5km）の実施 
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■雨水管渠  

本市の整備済み雨水管渠（水路）については汚水管渠同様、昭和 40 年代に整備されたも

のが多く、老朽化が進んでいることから、平成 29年度に特に社会的影響度が大きい中心市

街地における調査及び雨水管渠ストックマネジメント計画を策定し、水路の更生工事を実

施します。また、その調査結果を踏まえ市内全域での雨水管渠の老朽度を判定し、雨水管

渠全体の更新計画の策定を検討します。 

 

 

 

① 管渠調査業務及びストックマネジメント計画の策定 

【管渠調査業務】 

前期

（H28～H32）

後期

（H33～H37）

事業費（千円） 66,000 100,000

 

 

【ストックマネジメント計画】 

前期

（H28～H32）

後期

（H33～H37）

策定時期・内容

（計画期間）

H29・第1次計画

（H31～H34）

H33・第2次計画

（H35～H39）

事業費（千円） 42,000 42,000

 

 

② 水路の更生工事の実施 

前期

（H28～H32）

後期

（H33～H37）

事業費（千円） 200,000 500,000

 

 

 

 

 

 

〔具体的な取り組み内容〕 

① 中心市街地を中心に水路の調査及びストックマネジメント計画の策定 

② 計画に基づく水路の更新 
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１．2 ポンプ場の長寿命化対策 

平成 28 年度～平成 30 年度の 3 ヵ年において鶴田雨水ポンプ場の改築を総額約 9 億

6,600万円にて実施します。また、供用開始から約 20 年が経過している西野、中野東雨

水ポンプ場についてストックマネジメント計画を策定します。改築時期、費用として中野

東雨水ポンプ場は平成 32、33 年度の 2ヵ年にて約6億 7,300万円、西野雨水ポンプ場

においては平成 32 年度～平成 34 年度までの 3ヵ年において約 8億 5,800万円を見込

んでいます。他のポンプ場、金岡雨水貯留施設なども財源を勘案しつつ計画的に更新して

いくこととします。 

 

 

① 鶴田雨水ポンプ場の更新 

② 西野・中野東雨水ポンプ場のストックマネジメント計画策定と更新計画 

前期

（H28～H32）

後期

（H33～H37）

鶴田

土木工事

建築工事

機械設備工事

電気設備工事　他

西野

ストックマネジメント計画策定

実施設計業務委託

建築工事

機械設備工事

電気設備工事

耐震補強工事　他

建築工事

機械設備工事

電気設備工事

中野東

ストックマネジメント計画策定

実施設計業務委託

建築工事

機械設備工事

電気設備工事

耐震補強工事　他

建築工事

機械設備工事

電気設備工事

事業費（千円） 1,904,000 723,000

 

※上記事業費には、実施設計業務委託費等を含む額としている。 

 

 

 

 

 

 

〔具体的な取り組み内容〕 

① 鶴田雨水ポンプ場の更新 

② 西野・中野東雨水ポンプ場のストックマネジメント計画策定と更新 
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１．3 浸水対策 

現在6箇所の雨水ポンプ場と 4箇所の雨水貯留施設について時間降雨強度 46.8mm（年

確率 1/6）対応として整備済みです。雨水幹線については整備中ですが、今後、金岡川下

流域の改築など未整備地区について、計画的に整備を進めます。次に、浸水対策地域への

対策ですが、昨今、計画降雨を大きく超える局地的集中豪雨が頻発しており、地形的に低

い地域で浸水被害が発生しています。本市では、現時点の浸水地域や浸水原因を把握する

ため、地形的な要因を加味した浸水シミュレーションを実施し、既存水路の排水能力や雨

水の流出経路及び浸水地域を検証しました。この結果を活用し、雨水基本計画を見直し、

雨水幹線整備を計画的に実施します。今後は、浸水地域から優先的に下水道計画降雨時に

おける浸水の解消を図ります。 

また、下水道施設の計画規模を超える降雨に対して被害の最小化を図るため、「下水道浸

水被害軽減総合計画」を策定し、学校や公園内貯留等の導入も踏まえた検討を行い、既往

最大降雨時の床上浸水の解消を目指します。 

 

①未整備地区の計画的な整備 

金岡川改築（実施計画） 

前期

（H28～H32）

後期

（H33～H37）

実施内容
基本・詳細設計

改築工事
改築工事

事業費（千円） 110,000 500,000
 

②雨水基本計画の見直しと実施 

雨水幹線等整備事業（実施計画） 

前期

（H28～H32）

後期

（H33～H37）

事業費（千円） 231,500 250,000

 

③下水道浸水被害軽減総合計画の策定と実施 

貯留施設整備（実施計画） 

前期

（H28～H32）

後期

（H33～H37）

実施内容
実施設計

整備工事

実施設計

整備工事

事業費（千円） 920,000 920,000

 

 

〔具体的な取り組み内容〕 

① 未整備地区の計画的な整備 

② 雨水基本計画の見直しと実施 

③ 下水道浸水被害軽減総合計画の策定と実施 
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学校公園貯留（実施計画） 

前期

（H28～H32）

後期

（H33～H37）

実施箇所 ４箇所 ５箇所

実施内容
実施設計

整備工事

実施設計

整備工事

事業費（千円） 100,000 120,000

 

 

2．財源試算 

 

伊丹市下水道ビジョン及び伊丹市下水道事業経営戦略の基本理念である「快適な暮らし

と循環型社会に貢献する 伊丹市の下水道」を実現していくためには、管渠や下水道施設

の健全性を維持することが極めて重要です。今後、本市では管渠やポンプ場の長寿命化対

策事業と浸水対策事業の 2 事業を最優先事業として取り組みますが、これらの投資事業に

は多額の資金が必要となります。 

一方、本市の将来人口の減少、少子高齢化や節水機器の普及、企業の効率的な水使用の

徹底等により、下水道使用料収入の減少が予想されます。 

そのため、投資試算（投資事業の所要額の合理化）と財源試算（下水道使用料などの財

源の確保）を均衡させることが持続可能な下水道事業を実現するうえで非常に重要となり

ます。 

 

 2．1 下水道使用料 

地方公営企業の料金は、公正妥当なものでなければならず、かつ、能率的な経営の下に

おける適正な原価を基礎とし、地方公営企業の健全な経営を確保することができるもので

あることとされています。 

本市下水道事業においても、こうした考え方に基づき、平成 23 年度に下水道使用料の改

定を行いましたが、収益的収支においては、今後も純利益の計上が見込まれていることか

ら、下水道使用料の将来見込については、現行の使用料体系・使用料水準とし、水洗化人

口と汚水量（有収水量）の将来推計（第 2章 現状と課題 3.水洗化人口・汚水量（有収

水量）の推移と見通し）をもとに試算を行いました。 

平成 27 年度における下水道使用料は、約 25億円ですが、節水機器の普及や企業の効率

的水使用の徹底、水洗化人口の微減等により、現行の使用料体系・使用料水準を維持した

場合、下水道使用料は減少の一途をたどり、平成 32 年度は約 24億円、平成 37 年度には

約 23億円になると見込んでいます。 
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●下水道使用料の見通し 

 

 

 

 

 

 

2．2 企業債  

企業債発行額については、計画期間中（平成 28 年度から平成 37 年度まで）資本的収支

の不足額に対する補てん財源不足が見込まれているため、原則、起債対象事業については、

100%充当（国庫補助対象事業は、国庫補助金を控除した額を起債充当）で見込んでいま

す。 

また、下水道事業債の元金償還期間と下水道施設の減価償却期間が異なっていることか

ら生じる元金償還金と減価償却費との差に対して講じられている資本費平準化債について

は、汚水事業では平成 33 年度まで、雨水事業では平成 35年度までにおいて、減価償却費

を超える元金償還金の発生が見込まれているため、その間、資本費平準化債の発行を予定

しています。 

その結果、企業債残高は、平成 27 年度の約 362億円から平成 37 年度の 202億円へ

と約 160億円減少（約 44.2％減少）すると見込んでいます。さらに、企業債残高対事業

規模比率は、平成 27 年度の 691.54％から平成 37 年度の 371.29％へと 320.25ポイ

ント減少すると見込んでいます。 

今後においても、健全経営の維持による財源確保を図りながら、計画的な企業債の発行

と償還を行い、企業債残高の抑制による将来世代の負担軽減に努めます。 
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●企業債発行額の見通し 

 
※上記発行額には、借換額を除く。 

前期

（H28～H32）

後期

（H33～H37）

通常債

（千円）
4,720,500 3,710,000

資本費平準化債

（千円）
3,071,100 267,400

企業債発行額（千円） 7,791,600 3,977,400

 

●企業債残高の見通し 

 

 

●企業債残高及び企業債残高対事業規模比率の見通し 

H27 H32 H37H27 H32 H37H27 H32 H37H27 H32 H37

企業債残高（百万円） 36,187 28,084 20,24636,187 28,084 20,24636,187 28,084 20,24636,187 28,084 20,246

企業債残高対事業規模比率 691.54% 519.33% 371.29%691.54% 519.33% 371.29%691.54% 519.33% 371.29%691.54% 519.33% 371.29%

 
※H26 末類似事業体平均値 607.52％（第 2 章 6．経営指標状況より） 

※企業債残高対事業規模比率 

＝（企業債現在高－一般会計負担額）／（営業収益－雨水処理補助金）×100 

H27 比 

約 160 億円減 

（約 44.2％減） 

約 202 億円約 202 億円約 202 億円約 202 億円    

約 362 億円約 362 億円約 362 億円約 362 億円    
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2．3 一般会計繰入金（汚水） 

一般会計繰入金については、「平成 28 年度の地方公営企業繰出金について」（総務副大臣

通知）に基づき、流域下水道の建設に要する経費や臨時財政特例債の償還に要する経費な

どについて、繰入するものとして試算しています。 

 今後、企業債残高の減少などに伴う対象経費の減少により、一般会計繰入金についても、

減少していくものと見込んでいます。 

 

●一般会計繰入金（汚水）の見通し 

 

前期

（H28～H32）

後期

（H33～H37）

繰入額

（千円）
809,110 609,836

 

 

 

 

 

2．4 国庫補助金 

下水道施設の長寿命化対策や浸水対策の実施にあたっては、これまでと同様に国の財源

である国庫補助金（防災・安全社会資本整備交付金）の最大限の活用を基本とし、将来見

通しについては、現行の補助基準（「社会資本整備総合交付金交付要綱」）をもとに補助対

象事業費の 1/2 として試算しています。 

 平成 27 年度受入額に比べ、計画期間中の国庫補助金の額が増加しておりますが、これは、

ポンプ場の長寿命化対策として、鶴田雨水ポンプ場、西野雨水ポンプ場、中野東雨水ポン

プ場の改築工事を予定していることによるものです。 

 近年、国庫補助金については、要望額に満たない傾向にありますが、引き続き下水道施

設の改築など、事業の実施に際しては、国庫補助金の活用による財源確保に努めてまいり

ます。 

 



30 

 

●国庫補助金の見通し 

 

前期

（H28～H32）

後期

（H33～H37）

汚水

（千円）
693,500 955,000

雨水

（千円）
2,025,800 1,711,250

国庫補助金（千円） 2,719,300 2,666,250
 

 

 

 

３．投資・財政計画（収支計画） 

 現行使用料を維持した場合、使用料収入は平成 27 年度の約 25 億円に対し、平成 37

年度には約 23億円と約２億円減少しますが、企業債残高の減少に伴う支払利息の減少など

により、平成 37 年度までは、毎年度約３億円程度の純利益を確保出来る見込みです。 

 一方、自己資金については、企業債償還金が減価償却費を上回る状況が続くことに加え、

資本費平準化債に係る元金償還金の増加により、資金留保がなされないため、平成 31 年度

からの 4 年間は、一時的に資金不足が生じると見込んでいます。しかしながら、継続して

純利益が確保出来ること及び平成 34 年度以降の減価償却費が企業債償還金を上回ること

が見込まれているため、一時的に他会計借入金を充当することで、資金不足は解消すると

見込んでいます。 

次期計画期間（平成 38 年から平成 47 年度）には、資金の増加が見込まれるため、健全

経営の維持による財源確保を図りながら、計画的な企業債の発行と償還を行い、企業債残

高の抑制による将来世代の負担軽減に努めます。 

 

 

 

 

 



31 

 

●収益的収支（汚水）及び当年度純損益の見通し        （消費税及び地方消費税抜） 

 

 

●自己資金（補てん財源残高）の見通し 

 

※自己資金は、資本的収支の不足額に対する補てん財源として使用可能な額としています。 
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○収益的収入

下水道使用料
平成28年度予算時の使用料単価に、過去3ヵ年の同単価減少率（△0.2％）を掛けて算
出した額と「第2章　現状と課題　水洗化人口・汚水量（有収水量）の推移と見通し」
での有収水量見込額を掛けた額より計算

長期前受金戻入
既資産取得分に対する特定財源実績値に、将来計画取得分に対する特定財源計画値を減
価償却費に応じ、別途加算

他会計補助金（汚水）
「平成28年度の地方公営企業繰出金について（通知）」（総務副大臣通知）に基づき流
域下水道の建設に要する経費や臨時財政特例債の償還に要する経費などについて計算

○収益的支出

職員給与費 定員管理計画に基づく職員数にて費用を計上。

物件費
平成28年度予算額をベースに、経営戦略に掲げた取り組みのうち、現時点で試算可能な
ものについて加減算

減価償却費
既資産取得分に対する実績値に、将来計画取得分を法令等の耐用年数に応じ、別途計算
し加算した額

支払利息
既発債（他会計借入金）に対する支払利息額に計画新発債（他会計借入金）に対する支
払利息額を別途加算
新発債の利率については、平成28年度予算時の利率を適用。

○資本的収入

企業債

建設改良債では、起債対象事業について100%充当（国庫補助対象事業は、国庫補助金
を控除した額で充当）。
資本費平準化債は、減価償却費を上回る企業債償還金部分について、残存耐用年数を超
えない範囲で発行。

他会計補助金（汚水） 収益的収入の他会計補助金（汚水）と同様。

○資本的支出

建設改良費
公共下水道整備費では、老朽施設（管・ポンプ場）の計画的な更新及び浸水対策事業な
ど重要度・優先度を踏まえて実施する事業を精査し計上。
流域下水道事業整備費では、過去5ヵ年の実績に対する平均値などを計上。

企業債償還金 既発債に対する償還額に、計画新発債に対する償還額を別途加算。

○その他

物価変動 物価変動は考慮していない。

投資・財政計画（平成28～37年度）の前提条件について
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第６章 経営戦略のフォローアップ 

「伊丹市下水道事業経営戦略」で掲げた計画や取組を確実に実施するために、ＰＤＣＡ

サイクルに基づき、計画、実施、検証、計画の見直しを行います。 

また、概ね３年毎に進捗状況や取組内容の検証を行うこととし、下水道事業を取り巻く

環境の変化を考慮しつつ、経営戦略の見直しを図っていきます。 

なお、検証にあたっては、以下の経営指標等を有効活用し、第三者から見ても評価でき

るよう配慮します。 

 

 

〔経営指標〕 

① 経営の健全性 

指標 単位 平成27年度 平成28年度 平成31年度 平成34年度 平成37年度

経常収支比率 ％ 108.1 105.84 106.74 107.03 107.29

累積欠損金比率 ％ - - - - -

流動比率 ％ 21.39 18.10 10.11 14.38 26.79

企業債残高対事業規模比率 ％ 691.54 648.69 551.89 452.13 371.29
 

 

② 経営の効率性 

指標 単位 平成27年度 平成28年度 平成31年度 平成34年度 平成37年度

経費回収率 ％ 116.57 111.85 113.71 114.51 115.27

汚水処理原価 円/㎥ 87.33 91.48 88.01 86.07 84.18
 

 

③ 循環型社会の構築に貢献（更新工事） 

指標 単位 平成27年度 平成28年度 平成31年度 平成34年度 平成37年度

管渠改善率 ％ 0.17 0.42 0.42 0.58 0.58
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